
事業所名

開催日時 令和 2 年 3 月 17 日 （ 火 ） 13 時 20 分 ～ 14 時 20 分

開催場所

1 名 2 名

1 名 5 名

0 名 1 名

1.

2.

会　　議　　録

＜第１号議案＞　事業所の現状

・１１月４日の交通事故について

・利用者数

　認知症対応型：前年度を上回る利用者数がある。

　例年は、３月に新規利用の増加があるが、暖冬の影響か２月から増えている。

・コロナウイルス対策

その他（前回のご意見などについて）

事業所の現状について

その他（地域包括）行政職員

令和元年度　第２回　運営推進会議開催状況報告書

梨雲苑デイサービスセンター

特別養護老人ホーム　梨雲苑　研修室（富山市吉作１７２５番地）

参 加 者

議　　題

事業所職員

知見者、民生委員等

利用者（家族）代表者

地域住民代表者

着用はしていない。

※事故時の同乗者のケアが大切である。

※事故の処理は終わったのか。

→警察の処理は終了し、相手方の保険の処理が多少残っている。

→安心して送迎車に乗車いただけるよう運転手や職員に注意を払うよう指導している。

　１０月１日より、厨房の事業としてデイサービス利用者を対象に、配食サービスを行って

いる。２月の実績は梨雲苑デイ実利用３０名、延べ食数１７８食、ゆうゆうデイ実利用１９

　重大事故１件あり。

・梨の風弁当について

　利用者様には３７．５度以上の熱発で利用の中止をお願いしている。

　職員は検温・送迎時のマスク着用・車内の消毒を行っている。サービス提供中はマスクの

ご意見やご質問

　事故後、警察署員による交通安全教室を行い、さらに安全運転を心掛けている。

　味付けがよいと好評である。

名、延べ食数１２４食、合計実利用４９名、延べ食数３０２食の提供。



※デイを利用している姉の気持ちは聞いたことはないが、デイサービスを利用した日は

よいかもしれない。

したいと言われていた。

※内容によって参加人数にバラつきあるが、新しい参加者が増えている。作品制作を行う

時は参加者が多い。

→他部署とも連携を取りながらアピールしていきたい。

※包括事業のオレンジカフェに参加された人が、思った以上にリラックスできてまた利用

できるもの（スポーツ吹き矢など）の案があれば教えてほしい。

刺激を受けているようで、帰ってきてからの行動が違う。自分なりに頑張ろうという姿勢

取り上げていただいた。苑のホームページに掲載してある。

　デイ通信紙「まいどはや」を４月からホームページにも掲載する。

が見受けられる。利用しない日は反応がない。感謝しています。

ご意見やご質問

アルト様に届けてきた。推定２７，５６３個（６４．１kg）。

・地域へのPRについて

→１～２ヶ月に一度でも日曜日にマシーントレーニング・カフェのような催しがあっても

　１１月にデイではないが法人として、KNBテレビの番組（チイキ医リョウ＋カイゴ）に

※住民の高齢化に伴い、地域のスポーツに参加する人が減っている。高齢者でも参加

→ラボには、枠があるので難しい面もあるが、来年度も考えていきたい。

ある。注文数が増えると安くできるかもしれない。これから改善の余地もあると思う。

→注文数の関係で今はこの値段だが、利益はほとんどなく社会貢献として提供している面も

※地域の人にリハビリの重要性を理解してもらえるように、パワーリハビリをアピールして

はどうか。

　デイとしては1月にKNBラジオ　キトキトねんりん！クイズに参加した。

※配食弁当の１食４００円だが、微妙な値段ではないか。

　社会貢献として行っているエコキャップの回収で昨年の４月に続き１２月に株式会社

＜第2号議案＞　その他（前回のご意見などについて）




